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印刷の色校正におけるカラー
マネージメントの現状と課題

はじめに

印刷・製版とは、人間の視感的錯覚を実に上手く
利用した技術である。写真原稿（ポジフィルム）は濃
度レンジが0.0～4.0に対し、オフセット印刷では0.0
～ 2.0以下であるので、濃度を1／2に圧縮しなけれ
ばならない。それを原稿のように自然な階調で再現
するために「人間の眼は暗部の識別は敏感でない」
特性を利用してハイライトから中間部にかけて濃度
圧縮を行い（調子カーブ）印刷適性に合った色分解を
行う。
実工程は、スキャナーオペレーターが写真原稿を

みて、印刷に最適になるようにスキャナーの色分解条
件の設定を行い写真原稿を写真データとして取り込
む。取り込まれたデータはMacintoshなどで編集加
工し、イメージセッターと呼ばれる装置からフィルム
出力を行う（このときＣ版、Ｍ版、Ｙ版、Ｋ版と分版
出力される）。出力されたフィルムを文字や写真など
間違いがないかチェックし、問題がなければフィルム
から印刷用版を作成しインキを塗布して色校正（見
本）紙を作成する。印刷現場では、この色見本紙と
同等になるように印刷機を調整しながら印刷を行う。
しかしながら、近年の急速なデジタル化、DTP化

により、Macintosh からの編集加工したデジタル
データをプレートセッターと呼ばれるレーザー描画装置
（Computer to Plate 以下CTPと略）により直接印刷

用版が出力可能なところまできている。従来のよう
なフィルムがないため、印刷前の事前チェックが不可
能であり、出力した印刷用版で行うには「材料費」や
「生産性の向上」といったCTP のメリットを生かせ
ない。一方、印刷現場からは色見本紙をどうするか
等の問題がある。また、入力データも写真原稿
（CMYK）以外にデジタルカメラ（RGB）など幅が広
がり、出力においても印刷機以外に、電子写真方式の
デジタル印刷機（Xeikon）など多様化してきている。
このような環境において前述したデータの事前チェ

ックや色見本紙の作成のために、格段に進歩したイン
クジェット方式のプリンターやデジタルカラー校正機
（DDCP）が利用されつつあるが、色材や紙、出力方
式の違いでどうしても印刷物とは色が異なってしまう。
そのためカラーマネージメント技術の重要性が増し、
入力から出力までの入出力デバイスに依存しない色伝
達の確立が業界として必要急務となっている。その
一つの手段としてICCプロファイルが利用されている
が、実用可能な精度のものを作成するには感性でICC
プロファイルを補正する必要がある。この方法は、時間、
コスト、個人差など問題点があり、サカタインクスは
定量的手段で簡単に実用的なICCプロファイルの作成
手段の研究を行っている。
カラーマネージメントの概念は一般に理解されてきて

いるが実際の運用面からの実例報告は極めて少ない。
本稿では、カラーマネージメントの実践としてデバ
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イスの安定性、ICCプロファイルの問題点、今後の
課題について報告する。

色の表現法

色を数値表現するためには、大きく分けて次のよう
な表記法がある。

● 制御値（CMYK（Cyan, Magenta ,Yellow, Black）
・RGB（Red, Green, Blue）など）

● 計測値（CIE XYZ・CIE L＊a＊b＊など）
制御値であるRGBは、スキャナのセンサーが感じ

取った電気信号であったり、モニタやプリンターに送
る電気信号を数値化したものである。CMYKはプリ
ンターに送る電気信号の大きさや、印刷するときの
網点面積率であったりする。これらRGBやCMYKは
デバイス依存色と言われ、表示機器が変われば同じ
制御値であっても、異なる色になるのがほとんどで
ある（第1図）。
これに対して、計測値は、分光光度計で計測され

たもので、測定条件と観察条件が同一で計測値が
同じであれば、同じ色として扱うことが出来る。計
測された分光反射率はCIE（国際照明委員会）が定
める係数を用いて、CIE XYZという三刺激値で表され
たり、具体的な色と対応させるために、CIE Yxy 座
標系（第2図）や、人間の知覚にあわせたCIE L＊a＊b＊
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【CMYK ・RGB は制御量】�
同じ値でも、デバイスが違えば�
色が違う。�

【CIE XYZ ・L＊a＊b＊は物理量】�
デバイスが異なっても�
同じ値ならば同じ色�

第1図 デバイス依存色と計測値の違い

第2図 CIE Yxy座標系 第3図 CIE L＊a＊b＊座標系

座標系（第3図）に変換されて表される。
また、色と色の差を表すのに、色差ΔEという

表現を用いる。これはCIE L＊a＊b＊座標上での
距離で、値が小さいほど感じる色の差が小さく
なる。人間の目では、一般人はΔE＝ 3～ 6、製
版経験者でΔＥ＝2～4の付近で色の差を感じる。
ただし色の明るさや彩度によって同じΔE値でも
色の差の感じ方は異なるので注意が必要である。

カラーマネージメントとICC Profile

各種入出力・表示デバイスのデジタル化に伴
い、異なるデバイス間の色情報のやりとりが必
要になった。そこで、OSメーカーやデバイスメ
ーカーなどで国際色彩連合（International Color
Consortium： ICC）を結成し、デバイスの色情
報などを記述したデータファイルのフォーマット
を規定した。これに準拠したデータファイルが
ICC Profileと呼ばれる。ICC Profileは色の共
通言語としてCIE XYZやCIE L＊a＊b＊を用い、
デバイス依存色であるRGBやCMYKとの相関関
係を記述している。
Apple社のColorSync®など、ICC Profileに

対応したCMM（Color Management Module：
色変換エンジン）は、このICC Profileから必要な



Color Management Systemの色データ
の流れ

65住友化学 2000 -I

印刷の色校正におけるカラーマネージメントの現状と課題
3校（責了） 5月1日　カラーマネージメント…65頁目

変換データ�

色変換�

モニタ�
 ICC Profile�

�

スキャナー �
ICC Profile

プリンター �
ICC Profile

Application

制御量�
C2M2Y2K2

制御量�
R1G1B1�
C1M1Y1K1

プリンター�スキャナー� ＯＳ�

モニタ�

制御量�

制御量�

Color SyncTM

色彩量�

b＊�

a＊�

制御量�
R2G2B2

変換情報を取得し、ApplicationやOSからの要請に
応じてRGBからCIE XYZへ、又はCIE L＊a＊b＊から
CMYKへ変換することにより、異なるデバイス間でも
同じような色が入出力されるようにしている（第4図）。
しかし実際のところ、これらの色変換の精度は十分で

は無く、ICC Profile の精度が問題にあげられている。
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ICC Profileの構造

ICC Profileには、デバイスの基本属性情報と、デバ
イス制御値と計測値の関係を表すパラメータやColor
Look-up Table（以下CLUT）が決められた手順で記
述されている。（第5図、第1表、第2表、第３表）
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たとえば、 CIE XYZに対し線形的な特性を持つ
RGBモニタなどのProfile は、RGBの光源色の XYZ
値と、各色の階調特性のデータが格納されている。
CMYKプリンターなどのProfile は、CMYK各色

の階調特性とCMYKの組み合わせに対するL＊a＊b＊を
記述したCLUT などで構成されている（第 6 図）。
CMYKとL＊a＊b＊との関係は非線形であるので変換
精度を良くするため、CLUTには1テーブル約6000色
～数万単位の色の組み合わせのデータが格納されて
いる。このテーブルは1種類ではなく、第3表のよう
に3種の決められた色域圧縮法（Color rendering）
に従ったカラーテーブルが各3種ずつあり、さらに、
CMYK→L＊a＊b＊変換用テーブルとL＊a＊b＊→CMYK
変換用テーブル2種、計6種類のテーブルと、そのデバ
イスの色域を表すテーブルが1つのICC Profile に格
納されている。

ICC Profileの問題点

ICC Profileの構造を理解した上で、測定値とICC
Prof i le を用いた色変換値などを比較し分析をした
結果、サカタインクスとして、色変換精度に影響する
要素を大きく分けて次の3つと結論づけた。

● CMYK→L＊a＊b＊変換用テーブルの精度
● L＊a＊b＊→CMYK変換用テーブルの精度
● CMMの内部補正方法

本稿では、CMYK→L＊a＊b＊変換テーブルについて、
以下の3項目の実験結果を報告する。

第6図 CMYK →L＊a＊b＊ CLUT変換の模式図 1．出力デバイスの安定性（測定値の信頼性）
2．CMYK→L＊a＊b＊変換テーブルを作成するカラー
チャートの配色

3．CMYK→L＊a＊b＊変換テーブルを作成するアルゴ
リズム

1．出力デバイスの安定性

カラーマネージメントを行うために、一番大切なの
は入出力デバイスの安定性である。多くのカラーマ
ネージメントにおける色変換誤差はこの入出力デバ
イスの安定性の影響も含んでいる。
2．以降でCMYK→L＊a＊b＊変換誤差を求めるた

めに、実験に用いる出力デバイスは可能な限り安定
しているものが望ましい。そのため、出力デバイスの
安定性を次の3つに分類し、実験を行った。
（1）面内変動（面内の色むら）
（2）繰り返し精度（複数枚出力したときの色変動量）
（3）キャリブレーションの効果（媒体ロット変動と

個体差の吸収）
ここでは、ICC Profileを作成するための測定値の

信頼性を確認するために、（1）、（2）における出力デ
バイスとして、枚葉オフセット印刷機、平台校正機、
DDCP（Digital Direct Color Proofer）、昇華型熱転
写プリンターを用い、測定器はISO 13655 に準拠し
ているGretagMacbeth®社のSpectrol ino®（濃度
フィルター：DIN）を使用し実験を行った。
また参考として、（3）については昇華型熱転写プリ

ンターを用い実験を行った。

（ 1 ）面内変動
面内変動とは、同一紙面における濃度むらなどを

いう。印刷物のProfile はこの面内変動を考慮に入れ
ずにProfile を作成していることが多い。面内に色む
らがあるとその測定データは不確かなものになり、そ
のICC Profileは面内変動の誤差を含んだものになる。
第7図は、出力サンプルにCMYK各色のベタ（網

点面積率100％）のカラーパッチを等間隔に並べ、そ
の座標ごとの濃度をプロットしたもの、第4表は濃度
の標準偏差をとったものである。
消費するインキ量に対してインキ供給機構の調節が

必要な印刷機や平台校正機は、標準偏差が0.025～
0.050ある。これらは、面内の各座標において、一方
のインキ濃度が上がると他方のインキ濃度が下がると
いった具合に、各インキの濃度変動の関連は無いこ
とがわかった。昇華型熱転写プリンターの標準偏差
は0.020～ 0.040の間で、各インキとも、加熱ヘッド
の両端部分は熱が外部に逃げるため濃度が下がり、中
央部分は熱がたまり濃度が上がる傾向があることがわ
かった。それに対しレーザー露光DDCPは標準偏差
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第7-c図　DDCP
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第7-d図　昇華型熱転写プリンター 
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第7-b図　平台校正機�
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第 8図は、（1）の出力サンプルの面内平均濃度を
出力枚数ごとにプロットしたものであり、第5表はそ
の標準偏差をとったものである。
印刷物は標準偏差が0.004～0.024と比較的安定し

ていることがわかる。それに対し平台校正機は標準
偏差が0.010～0.050と濃度の変化が大きい。この二
つの違いは、印刷物は十分にインキを供給できる状
態になってから高速で大量に刷り出すのに対し、平
台校正機は必要部数に応じてインキを供給し小部数印
刷するという方式の違いから出てくる。DDCPや昇
華型熱転写プリンターは標準偏差が0.010～0.035と
かなり安定して出力できるが、色材に染料を用いて
いるものは特に気温や湿度の影響を受け色が変わりや
すいので、使用環境の管理が必要である。

（ 3 ）キャリブレーションの効果（媒体ロット変動と個体
差の吸収）

カラープリンターの媒体（色材）を補充・交換した
とき、あるいは同型プリンター間で個体差があり色の
ふれが大きい場合は、ICC Profileを作成し直さなく
てはならない。ここでは、昇華型熱転写プリンターが
持っているキャリブレーション機能について実験した。

が0.010～0.020と非常に小さい値を示している。
以上のことから面内変動はDDCPが一番小さく安

定性がよいことがわかった。

（ 2 ）繰り返し精度
繰り返し精度は、複数枚出力した時の色変動を

いう。ICC Profile を作成したときの出力状態に対
し、大きく変化することがあれば出力物の色が変わ
ってしまい、色変換は全く意味のないものになって
しまう。従って色校正出力機（カラープルーファー）
となるカラープリンターの安定性が要求されるが、現
状のところ、使用者側がプリンターの繰り返し精度
を把握していたり、安定出力させるための管理を行
っているところは少ない。

面内濃度偏差� 印刷物�平台校正機� DDCP 昇華型熱転写�
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yellow�
black
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0.039�
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0.034�
0.025�
0.017�
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第7図 各種デバイスの面内濃度分布

第4表 各種デバイス面内濃度の偏差値
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最初に媒体のロット変動について報告する。
第9図はCIE L＊a＊b＊座標上に各ロットナンバーの

インクリボンで出力した代表色の測定値をプロットし
たもの、第6表は平均色差を表したものである。イン
クリボンのロットナンバーが大きく変わると、２次色
がずれることがわかった。
次に、これらの濃度階調特性を見ると、第10-a図

ではＡ機とＢ機のＹの階調がずれていることが分かる。
これにキャリブレーションを行なうと第10-b図のよう
に階調のずれ及びベタ濃度値が補正されていることが
グラフから読み取れ、キャリブレーション機能が効果
的であることがわかった。また同時に、このキャリブ
レーションの効果は個体差の補正にも有効であること
が確認できた。
以上の結果から、一般に一番多く使用されている

繰返濃度偏差�印刷物�平台校正機� DDCP 昇華型熱転写�

cyan�
magenta�
yellow�
black

0.018�
0.010�
0.004�
0.024

0.011�
0.007�
0.007�
0.007

0.040�
0.024�
0.009�
0.046

0.010�
0.013�
0.011�
0.014

第5表 各種デバイスの繰り返し出力濃度の偏差値
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第8-d図　昇華型熱転写プリンター�
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第8図 各種デバイスの繰り返し出力濃度
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第9図 昇華型熱転写プリンターの代表色のCIE
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インクリボン�
ロットナンバー�

1731-008

最大色差�
最小色差�
平均色差�

6.523�
0.450�
2.274

1751-211

5.397�
0.394�
2.070

1751-xxx

5.602�
0.656�
2.449

17xx-xxx

8.087�
0.846�
3.806

1804-755

7.843�
0.827�
2.798

第6表 ロットナンバー1716-004との平均色差
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第10-a図　昇華型熱転写プリンター�
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第10-b図　昇華型熱転写プリンター�
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2 1の色の組み合わせから任意の色の組み合わせ
を取り出し、その情報をもとにICC Profileを作成
した。ICC Profile 作成ソフトは、GretagMacbeth
ProfileMaker®を用いた。

3 2で作成したICC Profileで CMYK 6561色（94

色）をL＊a＊b＊に変換し、測定値と比較を行い平均
色差を算出した。

結果

第11図は横軸にカラーチャートの色数、縦軸に測
定値とProfile 変換値との平均色差をプロットしたも
のである。点線はCMYの組み合わせの色数は同じ
で、Kの組み合わせ数を変えたものを結んだもので
ある。色変換精度は、カラーチャートの色数が多い
ほど良く、CMYKの色の組み合わせが少ないほど誤

平台校正機が、面内変動・繰り返し精度ともに、一
番安定性が悪いことがいえる。色にもよるが、ベタ濃
度が0.05 変化するとその色はΔE＝ 2～ 3程度変化
することがわかった。通常の印刷物は、面内のベタ
濃度のふれを0.05以内に抑えるようコントロールされ
ていることを考慮すると、色差値ではΔE＝2～3（最
大4～6）の誤差を含んでいる。この値は目視で、製版
経験者が色の違いを認識する程度に値する。
これに対しDDCPはキャリブレーション機能も持っ

ており、かつ、面内変動、繰り返し精度ともに、非
常に良好な安定性を持っていることが本実験よりわ
かった。
これ以降のICC Profileの変換精度の確認用出力デ

バイスとして、DDCPを用いることにした。

2．カラーチャートの配色

CMYK→L＊a＊b＊のICC Profile中のCLUTの色数
は6000～数万色である。実運用上、この色数のカラー
チャートを測定するのは現実的ではない。そこで、各
社のICC Profile作成ソフトは、だいたい100～1500
色程度の色数のカラーチャートを用いて、補間を行い
1万色前後のCLUTを作成している。
現在、市場で用いられている代表的なICC Profile

作成用カラーチャートは約400色前後で構成されてい
るが、K版が入るシャドウ部の再現があまり良くでき
ていない。原因として、カラーチャートのK版を含ん
だ色が少ないということがあげられている。
そのため、カラーチャートの色数や配色がICC Pro-

fileの精度に対する影響度を調べた。

方法

1 CMYKの組み合わせ6561色（94色：C,M,Y,K
各色0～100％、12.5％間隔の組み合わせ）のカラー
チャートを出力し、測定を行った。
なお測定器はGretagMacbeth社の Spectrolino／
Scan®を使用した。

第10図 昇華型熱転写プリンターのキャリブレーション効果
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第11図 ICC Profile 作成用カラーチャートの色数
とProfile 変換値と測定値との色差



70 住友化学 2000 -I

印刷の色校正におけるカラーマネージメントの現状と課題
3校（責了） 5月1日　カラーマネージメント…70頁目

差が大きくなるという、色数にほぼ反比例した関係
になることがわかった。
また、点線の囲みは任意のKの値に対し、C,M,Yに

ついて各色2点（0, 100％）しかとらなかったものであ
り、平均色差がΔE＞7と精度が悪い。このことより、
C,M,Y,K各色3点（0, 50, 100％）以上の色数で組み
合わせないと、精度が極端に落ちることもわかった。
本実験に用いたカラーチャート（第11図 一般的な

ICC Profile作成用チャート）の変換誤差はΔE＝5.06
であるが、K＝ 100 ％の部分の色数がC, M, Y 各色
2点（0, 100％）の組み合わせのため、K版を含むシャ
ドウ部の精度が悪くなった原因と推測した。
この結果を基に、サカタインクスとして本来の目的

である、定量的手法で精度の良いICC Profileを作成
するために、カラーチャートの設計から行った。
第11図のグラフからカラーチャートの色数が6561

色でなくとも、それに近い変換精度を持つICC Pro-
file を作成できることがわかった。さらに6561色の
配色では、印刷上ほとんど使用することのない、K＝
100％とCMY色の組み合わせが多数存在する。これ
らのことをふまえ、カラーチャートの設計条件を次の
ように定めた。

● 特徴点（C,M,Y,K各色の0, 50, 100％の組み合
わせ）は必ず使う。

● カラーチャートの測定値がL＊a＊b＊空間で均一に
分布するようにCMYKの組み合わせを決定する。

● 測定値と色変換結果の平均色差はΔE＜2を保つ
ようにする。

その結果、上記条件を満足する色の組み合わせは
525色となった。第12-a図は一般的なICC Profile
作成用カラーチャートのL＊a＊b＊空間分布図、第12-b
図は上記条件を満たす525色のL＊a＊b＊空間分布図で
ある。
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第12-a図　一般的なICC Profile作成チャートのL＊a＊b＊分布�

第12-b図　525色のカラーパッチのL＊a＊b＊分布�
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第12図 ICC Prof i le 作成用チャートのL＊a＊b＊

分布（オフセット印刷）

第13図 一般的なICC Profile作成用カラーチャートの配色

次に、525色のカラーパッチを印刷適性を考慮して
配置、設計した。
一般的なICC Profile作成用カラーチャートをCMYK

分版で見ると、第13図のように色の分布が偏っている
のがわかる。例えば、C版を見ると色の濃い所はイン

一般的なICC Profile
作成チャート（432色）
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3．CMYK→L＊a＊b＊変換テーブルを作成するアルゴ
リズム

ICC Profile を作成するためには、525色のカラー
チャートの測定値から、6000色～ 1万色ものCLUT
を作成しなくてはならない。
このカラーテーブルの作成方法としてNeugebaur

の式（第1式）の係数を最小二乗法で求める方法を用
いた。この方法は、係数の行列を変換することで逆
変換式を簡単に作成できる利便性がある。
一般的に、第1式のままでは光学的な理論式のた

め、紙による光の散乱が考慮されておらず、精度が
満足に得られないことが知られている。また、印刷の
階調特性は、ドットゲイン（網点の太り）や網点の飛
びや潰れがあるので、三次曲線的な特性を持って
いる。そこで、この式を印刷の階調特性を再現でき
るように3次式に拡張した。
第８表は525色のカラーチャートの測定値を用いて、

第1式の拡張式の係数を求め、6561色の計測値と計
算値の平均色差をとった値である。本アルゴリズム
の場合、物理法則をふまえた理論式の係数を最小
二乗法で求めるため、必ずしも測定値そのものが再
現されるわけではなく、ある程度の誤差は存在して
いる。平均色差が若干大きくなったのもこのためで

キが多く消費され、色の薄い所はインキはあまり消費
されないということがおこる。このような場合、印刷
機のインキ供給機構の関係で、印刷紙面上、面内の
濃度むら（面内変動）が大きくなり、ICC Profile の
誤差の要因となるのがわかった。
そこでカラーチャートの各行、各列のインキ消費が

偏り無くほぼ均一になるように、525色を第14図の
ように配置した。
第７表はこのカラーチャートを用いて作成したICC

Profile の変換値と測定値との平均色差である。平均
色差値がΔE＜2の条件を満たすことが出来た。
ICC Profile作成のための測定時間を短くすること

は重要であり、6561色と同等な精度のカラーチャート
を525色で実現することが出来た。また、印刷適正
を考慮したインク分布になるように配置したことによ
り、印刷テストの結果、インキ調整が簡単で印刷し
やすいとの評も得ている。

L＊�
a＊�
b＊�
�

AL＊[0, 0, 0, 0]  AL＊[1, 0, 0, 0] …AL＊[1, 1, 0, 0] …AL＊[0, 1, 1, 1] AL＊[1,1,1,1]�
Aa＊[0, 0, 0, 0] Aa＊[1, 0, 0, 0] …Aa＊[1, 1, 0, 0] …Aa＊[0, 1, 1, 1] Aa＊[1,1,1,1]�
Ab＊[0, 0, 0, 0] Ab＊[1, 0, 0, 0] …Ab＊[1, 1, 0, 0] …Ab＊[0, 1, 1, 1] Ab＊[1,1,1,1]

�

（1－C）（1－M）（1－Y）（1－K）�
C（1－M）（1－Y）（1－K）�

・�・�・�
CM（1－Y）（1－K）�

・�・�・�
（1－C）MYK

CMYK

＝�

第1式 Neugebaurの式

第14図 SAKATA INX ･･･ICC Profile作成用カラーチャートの配色

SAKATA INX…
Profile作成チャート（525色）

�
測定値－計算値�

一般的なICC Profile�
作成用チャート�
（432 色）�

94色�
（6561色）�
チャート�

SAKATA INX ･･･�
作成525 色�
チャート�

平均色差ΔE 5.06 1.07 1.52

第７表 Profile変換値と測定値の色差
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今回は、ICC Profile作成に用いるカラーチャート
の設計の見直しから行い、525 色で印刷適性を考慮
したカラーチャートを設計した。また、CMYKから
L＊a＊b＊への変換を行なうCLUTを作成するアルゴリ
ズムを研究し、実用上十分な精度のものを確立する
ことが出来た。

今後の課題

サカタインクスとして、L＊a＊b＊→CMYK変換用
テーブルの作成において、1 L＊a＊b＊→CMYK変換
テーブル作成アルゴリズムの研究、2色域圧縮方法
の研究、3K 版生成方法の研究、4CMMの補間
方法における正規化処理等を研究し、測色のみで
よりよいICC Prof i le を作成するアルゴリズムを確
立する。
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ある。しかし、平均色差ΔE＝1.73は実用上満足で
きる値だと判断している。
また、イレギュラーな測定値（カラーパッチ中の

白抜け等による測定誤差）が存在しても、補間値は
期待値から大きく外れることはなく、CLUTも自然な
L＊a＊b＊値が算出される。
以上のことから、出力デバイスの安定性を考慮に

入れると、実用上十分な精度が得られる手法である
と判断した。

まとめ

サカタインクスとしては、定量的な手段によって実
用的なICC Profileの作成手段の確立を目指している。
その中で、印刷物やDDCP、各種プリンターの安定
性の把握は非常に重要な事項である。今回は、それら
出力デバイスの安定性の把握から本研究をスタート
した。その結果、印刷物ではΔE＝4～6の変動があ
ることが分かり、そのため、色見本紙の印刷物に対
する色の近似性の許容範囲はΔE＜4以内が望ましい
との結論を得た。

測定値－計算値�

平均色差ΔE

SAKATA INX ･･･アルゴリズム�

1.73

第8表 525 色のカラーチャートを用いたCMYK
→L＊a＊b＊変換の精度
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